
島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
卒
業
式

　
３
月
11
日
、島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
で
は
I
T
デ
ザ

イ
ン
科
の
初
め
て
の
卒
業
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
留
学
生
７
名
、日
本
人
３
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。卒
業
生

を
代
表
し
て
ス
ロ
バ
キ
ア
出
身
の
ク
ド
ゥ
ル
ナ
ッ
ツ 

ロ

マ
ン
さ
ん
が「
上
達
し
て
い
く
中
で
、何
度
も
つ
ま
ず
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、最
後
ま
で
歩
け
た
の
は
、

先
生
方
か
ら
色
々
な
事
を
助
け
て
頂
い
た
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」と
答
辞
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
達
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

　
３
月
８
日
、奥
出
雲
町
と
社
会
福
祉
法
人
よ
こ
た

福
祉
会
の「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の
設
置

運
営
に
関
す
る
協
定
」の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
祉
避
難
所
は
、災
害
時
に
、高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
等
、支
援
を
要
す
る
方
の
状
態
に
応
じ

て
、安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た

施
設
で
す
。

　
今
回
協
定
を
締
結
し
た
、よ
こ
た
福
祉
会
の
２
施

設
の
他
に
、町
内
で
は
、仁
多
福
祉
会
３
施
設
が
既
に

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

答辞を述べる卒業生代表　クドゥルナッツ ロマンさん
（スロバキア出身）勝田町長、よこた福祉会山内理事長

写真左から＞和久利代表（三成）、勝田町長、
　　　　　　膳棚代表（鳥上）、千原代表（馬木）

社
会
福
祉
法
人
よ
こ
た
福
祉
会
と
の

「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の
設
置
に
関
す
る
協
定
」
締
結
式

申
請
書
等
へ
の
押
印
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、行
政
手
続
き
の
簡
素
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ま
の
負
担
軽
減
お
よ
び
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、提
出
い
た
だ
く
申
請
書
な
ど
の
う
ち
、町
が
定

め
て
い
る
約
７
６
０
件
の
様
式
に
つ
い
て
、押
印
や
署
名
の
義
務

付
け
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
押
印
や
署
名
を
廃
止
す
る
手
続
き
の
例
）

住
民
票
・
税
務
関
係
証
明
書
等
交
付
請
求
書
、各
種
補
助
金
の
交
付

申
請
書
な
ど

１
　
見
直
し
の
例
外（
押
印
、署
名
を
引
き
続
き
求
め
る
手
続
）

•
国
、県
の
法
令
等
に
よ
り
押
印
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の

　
※
今
後
、法
令
等
の
改
正
が
あ
る
場
合
、順
次
見
直
し
を
行
い

　
　
ま
す
。

•
契
約
書
又
は
契
約
書
と
し
て
の
性
質
を
備
え
て
い
る
も
の

•
実
印
を
求
め
る
も
の（
印
鑑
証
明
書
等
の
添
付
が
必
要
な
も

の
）

•
申
請
者
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
証
明
や
確
認
が
必
要
な
も
の

２
　
そ
の
他

•
書
類
に
よ
っ
て
は
本
人
の
署
名
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、手
続
に
よ
っ
て
は
、本
人
確
認
を
求
め
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

•
押
印
、署
名
の
義
務
付
け
を
廃
止
す
る
見
直
し
で
あ
り
、こ
れ

ま
で
ど
お
り
申
請
書
等
に
押
印
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て

も
受
け
付
け
ま
す
。

﹇
お
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﹈
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つなぐ棚田遺産～ ふるさとの誇りを未来へ ～つなつなぐ棚ぐ棚田遺産遺産～産～ ふるるさとの誇りふるさとの誇りを未来りを未来未来へへ来へ ～つなぐ棚田遺産～ ふるさとの誇りを未来へ ～
　
農
林
水
産
省
で
、２
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た『
つ
な
ぐ
棚
田
遺

産
選
定
委
員
会
』に
お
い
て
、奥
出
雲
町
の
３
地
区
が「
つ
な
ぐ

棚
田
遺
産
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。全
国
で
は
２
７
１
の
棚
田
が

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
振
興
に
取
組
む
優
良
な
棚
田
を
選
定
す
る
制
度
で
、

奥
出
雲
町
は
、土
地
の
保
全
活
動
、良
好
な
景
観
、オ
リ
ジ
ナ
ル

の
棚
田
米
の
販
売
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
28
日
、３
地
区
の
代
表
者
が
出
席
し
、町
へ
の
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
、い
わ
け
棚
田（
三
成
　
石
原
・
里
田
集
落
）の
和
久

利
代
表
は
、「
一
層
地
域
を
活
か
す
棚
田
活
動
を
展
開
し
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
奥
出
雲
町
指
定
棚
田
地
域
振
興
協
議
会
で
は
、棚
田
を
核
と

し
た
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、今
後
も
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
に
よ
る
活
動
支
援
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

〇選定された棚田
　・いわけ（三成地区）・追谷（鳥上地区）・大原新田（馬木地区）

小学校再編提案について、
　　　　　　　　　　　全10校区から同意をいただきました

町からの提案内容

校区の意向

広報 奥出雲5 広報 奥出雲 4

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊予約制となります。事前にご予約をお願い致します。 （お問い合わせ先） 
奥出雲町地域包括支援センター 
電話：54－2512 有線：31－5135 

ご予約がない場合、横田庁舎での相談がお受けできない場合がございます。
ご了承下さい。当日のご予約もお受けいたします。 
ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。 

日時：5月2日（月）・6日（金） 
       10：00～12：00 
場所：役場横田庁舎1階 会議室 

日時：5月2日（火）・6日（金） 
       13：00～16：00 
場所：地域包括支援センター
　　 (役場仁多庁舎2階）

「同じことを繰り返し聞く。言う」「探し物が増えた」「約束の日時や場所を間違える」「新しいことが覚えられない」 
「何をするのも億劫になる」など以前とは様子が違うことが最近多くなったと感じることがありませんか。 
５月のもの忘れ相談会を下記の通り行います。不安なことや困りごとをこの機会に相談してみませんか？ 

もの忘れ相談会をおこないます！！ 

〈
よ
こ
た
福
祉
会
の
福
祉
避
難
所
協
定
締
結
施
設
〉

　・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　む
ら
く
も
苑

　・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　に
こ
に
こ

　意向報告の際に、多くの校区から様々な補足意見等をいただきました。校区の皆様のご意見を真摯に受け
止め、令和４年度以降は町の体制を強化し、仁多地域、横田地域それぞれで小学校再編に向けた具体的な準
備を進めてまいります。

●子どもたちが学び合える教育環境（学級規模20人程度）を確保するため、小学校を仁多地域１校、横田
地域１校に再編する。
●横田地域は令和７年４月再編とし、統合小学校は現横田小学校校舎及び敷地とする。

　上記提案について、各校区の意向は下記の通りとなりました。各校区別協議会にて長期にわたり議論
いただき、感謝申し上げます。

＊補足意見等は町ホームページに掲載しています。

仁多地域
布勢小校区

三成小校区

高尾小校区

亀嵩小校区

阿井小校区

三沢小校区

同意

同意

同意

同意

同意

同意

鳥上小校区

横田小校区

八川小校区

馬木小校区

同意
【前倒し編入申出】

同意

同意

同意

横田地域


